
 

 
 

 

 

 

 

 

 

10.市民 8,000 人アンケート結果 
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【1】 調査の概要 

1 調査の概要 

1‐1  調査の目的 

現在、美濃加茂市では市民の皆様の声を確認しながら新庁舎の整備を進めていますが、市議会では、令和７年第１

回定例会において、市の方針を踏まえた「美濃加茂市役所の位置を定める条例の一部を改正する条例について」に

対し、議員１６名中賛成８名、反対６名、退席２名の結果により否決されました。出席議員の半数の賛成はあるものの、

議決に必要な出席議員の３分の２の賛成数に達していない状況です。 

従いまして、今回のアンケートは『プラザちゅうたい敷地』を新庁舎整備地とする市の方針に対し、市民の皆様の意

見を精度高く把握するために、無作為抽出した１５歳以上の８,０００人を対象に実施したものです。 

 

1‐2 調査の設計 

 この調査は、以下の設計で実施しました。 

調 査 地 域 美濃加茂市全域 

調 査 対 象 美濃加茂市在住の満 15歳以上の人 

標 本 サ イ ズ 8,000人 

抽 出 方 法 住民基本台帳から無作為抽出 

調 査 方 法 郵送配布 郵送回収またはWeb回答 

調 査 期 間 令和 7年 10月１0日～10月 30日 

 

1‐3 回収結果 

 

調査種別 配布数 回収数(回収率) 

市民アンケート 8,０00（100.0％） 4,078（50.98%） 

 

 

1‐4 報告書の見方 

（1） 指定の回答数を超える回答については無効回答として集計しています。 

（2） 問 2-2は問 2-1で「２.反対」を選択した場合のみ集計しています。 

（3） 比率を求める際の基数は回答件数（件数として掲載）としています。比率は、件数を 100％として算出してい

ます。 

（4） 比率は全て％で表し、小数点以下第 2位を四捨五入して算出しました。そのため比率の合計が 100.0％に

ならないことがあります。 

（5） 本報告書中の表、グラフ及び文章における回答選択肢は、本来の意味を損なわない程度に一部を省略して

掲載している場合があります。 

（6） 問 3.新庁舎整備事業に関するご意見（自由記述）については、今後の市の方針形成に活用させていただきま

す。 
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【2】 市民アンケートの調査結果 

1 回答者の属性 

1‐1  年齢 

 

 

 

1‐2 居住地区 

 

 

 

 

 

  

4.4%(179人)

7.8%(318人)

10.8%(439人)

13.7%(560人)

16.8%(687人)

16.4%(670人)

18.3%(745人)

11.6%(472人)

0.2%(8人)

0.0%(0人)

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

無回答

無効回答
（件数＝４,０７８）

20.5%(８３６人)

29.2%(１,１９１人)

4.6%(１８９人)

14.6%(５９７人)

16.8%(６８４人)

2.0%(８３人)

1.2%(４７人)

10.3%(４２０人)

0.7%(２９人)

0.0%(２人)

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

太田

古井

山之上

蜂屋（中部台含む）

加茂野

伊深

三和

下米田

無回答

無効回答 (件数＝４,０７８)
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2 新庁舎の整備地について 

2-1   『プラザちゅうたい敷地』に対する考え 

 

 

 
 

【年代別】 

 

 

畜産研究所周辺

11.0%(448人)

大手町公園周辺

2.7%(１０９人)

現庁舎周辺

3.9%(１５９人)

その他

3.0%(１２４人)

無回答

0.2%(９人)

無効回答

0.1%(５人)

賛成（行政に一任）

64.3%(２,６２３人)

反対

20.9%(854人)

判断できない

14.2%(５８1人)

無回答

0.4%(15人)
無効回答

0.1%(5人)

（件数＝４,０７８）

問2-2の選択肢

64.3%

61.5%

74.2%

64.0%

63.0%

62.6%

63.3%

60.8%

69.9%

20.9%

21.2%

10.7%

19.1%

19.5%

20.7%

24.3%

26.3%

18.6%

14.2%

16.8%

15.1%

16.6%

16.6%

16.2%

12.1%

12.8%

10.6%

0.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.5%

0.6%

0.1%

0.1%

0.8%

0.1%

0.6%

0.0%

0.2%

0.4%

0.0%

0.1%

0.0%

0.0%

全体

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

賛成 反対 判断できない 無回答 無効回答
（件数＝4,078）

件数

１７9

３１８

４３９

５６０

６８７

６７０

７４５

４７２

4,078

8無回答・無効回答

問 2-1 『プラザちゅうたい敷地』を新庁舎の整備地とすることについて、あなたの考えを次の選択肢から選ん

でください。（あてはまる項目１つに〇） 
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【居住地区別】 

 

 

【賛成・反対のみ】 

 

            

64.3%

70.3%

68.6%

59.8%

58.8%

58.6%

51.8%

68.1%

63.3%

20.9%

18.7%

16.7%

24.9%

25.8%

26.5%

30.1%

14.9%

19.3%

14.2%

10.8%

14.3%

14.8%

14.7%

14.2%

18.1%

17.0%

17.4%

0.4%

0.2%

0.3%

0.0%

0.5%

0.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.1%

0.0%

0.1%

0.5%

0.2%

0.3%

0.0%

0.0%

0.0%

全体

太田

古井

山之上

蜂屋（中部台含む）

加茂野

伊深

三和

下米田

賛成 反対 判断できない 無回答 無効回答 （件数＝4,078）

件数

4,078

836

1,191

189

597

684

83

47

420

31無回答・無効回答

75.4%(２,６２３人)

24.6%(８５４人)

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

賛成（行政に一任）

反対

（件数＝３,４７７）

畜産研究所周辺

12.9%(４４８人)

大手町公園周辺

3.1%(１０９人)

現庁舎周辺

4.6%(１５９人)

その他

3.6%(１２４人)

無回答

0.3%(９人)

無効回答

0.1%(５人)

賛成（行政に一任）

75.4%(２,６２３人）

反対

24.6%(８５４人)

（件数＝３,４７７）
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2-2   「反対」の場合の整備地 （問 2-1で「反対」を選択した方のみ回答） 

 

 

 
※問 2-1で「プラザちゅうたい敷地」に賛成（行政に一任）を選択した人数＝2,623人 

 

【年代別】 

 

 

  

52.5%(４４８人)

12.8%(１０９人)

18.6%(１５９人)

14.5%(１２４人)

1.1%(９人)

0.6%(５人)

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

畜産研究所周辺

大手町公園周辺

現庁舎周辺

その他（記述）

無回答

無効回答 （件数＝８５４）

52.5%

31.6%

26.5%

42.9%

46.8%

45.8%

53.4%

67.9%

62.5%

12.8%

10.5%

14.7%

15.5%

18.3%

14.8%

11.0%

10.2%

9.1%

18.6%

47.4%

26.5%

21.4%

15.6%

20.4%

16.6%

13.3%

17.0%

14.5%

7.9%

26.5%

17.9%

18.3%

17.6%

17.8%

7.1%

10.2%

1.1%

2.6%

5.9%
0.0%

0.9%

1.4%

0.0%

1.0%

1.1%

0.6%

0.0%

0.0%

2.4%

0.0%

0.0%

1.2%

0.5%

0.0%

全体

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

畜産研究所周辺 大手町公園周辺 現庁舎周辺 その他 無回答 無効回答

（件数＝854）

件数

38

３4

84

109

142

163

196

88

854

問 2-2  問２-１で「反対」を選択した方におたずねします。あなたが考える新庁舎の整備地を選んでください。

(あてはまる項目１つに〇) 
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【居住地区別】 

 

 

52.5%

42.9%

32.7%

68.1%

68.2%

68.0%

80.0%

71.4%

37.0%

12.8%

10.9%

23.1%

12.8%

8.4%

5.5%

0.0%

0.0%

17.3%

18.6%

30.8%

27.1%

10.6%

9.1%

10.5%
4.0%

0.0%

22.2%

14.5%

13.5%

15.1%
4.3%

14.3%

14.9%

16.0%

28.6%

19.8%

1.1%

0.6%

1.0%

4.3%

0.0%

1.1%

0.0%

0.0%

2.5%

0.6%

1.3%

1.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.2%

全体

太田

古井

山之上

蜂屋（中部台含む）

加茂野

伊深

三和

下米田

畜産研究所周辺 大手町公園周辺 現庁舎周辺 その他 無回答 無効回答

（件数＝854）

件数

１56

199

４7

154

181

25

7

81

854

4無回答・無効回答









令和5年度を通し、市民ワークショップや市民アンケートを経て、新庁舎整備における4つの候補地を選定しました。

令和6年度には、４つの候補地における新庁舎整備の可能性調査を行った上で、タウンミーティングによる市民の皆

さんからのご意見や市職員の声を確認し、新庁舎整備に関する方針を決定しました。

6

新庁舎整備地の
市の方針決定

発行者：美濃加茂市総務部新庁舎整備推進課

整備のイメージ案

一般車両用
ロータリー

平面駐車場（庁舎１階を含む）
（駐車台数：２７５台）

１階の大部分を駐車場とし、
駐車台数確保とともに浸水
による水損を抑制

中央図書館は東図書館との統合を検討
する時期となっているため、駐車場用
地として活用し、庁舎内に図書コー
ナーの設置を見込む

新庁舎 施設規模（想定）

敷地面積
約１３,０００㎡
（図書館敷地含む）

延べ面積 約１１,４００㎡

庁舎 約９,９００㎡

１階駐車場・
駐輪場

約１,５００㎡

階 数 地上６階

高 さ 約２５ｍ

駐車台数（必要台数 ５６７台）

敷地内駐車場 ２７５台

敷地外駐車場
（半径５００ｍ圏内）

２９２台
（追加借地なし）

※分庁舎は解体し、新庁舎用の敷地外駐車場
として活用する。（駐車可能台数８０台）

新庁舎のコンセプトとの整合性、および体育館移転のメリットから、新庁舎の整備地を現在の「プラザちゅうたい」の

位置とする市の方針を決定しました。体育館は前平公園（前平プール跡地又は畜産研究所敷地を想定）に移転し、総

合公園としての機能を強化します。

新庁舎のコンセプト 体育館移転のメリット

市民の安心な暮らしを守る
• “新庁舎”の防災拠点に加え、浸水の恐れがある場合

には、事前に高台の“文化の森”に本部機能を移設し、

災害に対して柔軟に対応します。

• 体育館を前平公園に移転することで、より安全かつ

浸水害にも対応できる避難所や、災害時の拠点とし

て機能させます。

未来を見据えた新庁舎
• まちづくりの拠点の一つとして、市の活性化につな

げていきます。

• 現庁舎敷地よりも広い敷地を、新たなニーズや災害

対応、イベント等に活かします。

• 将来同一敷地内で庁舎の建替えが可能です。

• 人口集積地で、市内各所からのアクセス性に優れて

います。

• 既存の運動施設に体育館機能を加えることで、

美濃加茂市唯一の総合公園として機能を強化し

ます。

• 現在のプラザちゅうたいは老朽化により、建て

替え等を検討する時期となっていますが、都市

公園内に整備することで有利な国の補助金の活

用を見込むことができます。

新庁舎整備地を現在のプラザちゅうたいの位置とする市の方針を決定！

美濃加茂市は新庁舎の整備地を現在の「プラザちゅうたい」の位置とする市の方針を決定しました。
なお、庁舎の位置は条例で定める必要があり、「美濃加茂市役所の位置を定める条例」の改正により、
正式決定となりますが、条例の改正案は令和７年３月19日に市議会定例会で否決されました。
本号では市の方針決定の経緯や理由、市民の皆さんの疑問点についてご説明します。

市の方針決定の経緯

市の方針決定の理由

１
新庁舎整備の最新情報はこちら https://minokamochosha.jp

体育館移転の対応

プラザちゅうたいを解体して新庁舎を整備するため、

新体育館を整備するまでの間に休館期間が発生しま

す。体育館の休館期間については、できる限り短縮で

きるように努めます。また、休館期間中は、市内の施

設や近隣自治体等の体育館をご利用いただくなど、

体育館利用者の皆さんに配慮した対応に努めます。

プラザちゅうたい以外の候補地はどうなるのですか。Q

A 美濃加茂市のさらなる活性化のため、有効活用を図ります。

他の候補地も

有効活用

新庁舎整備Ｑ＆Ａ

Q

A

中央図書館はどうなりますか。

中央図書館は東図書館との統合を検討する時期となっているため、中央図書館敷地は駐車場用地として活用し、
庁舎内に図書コーナーを設置することを見込んでいます。

Q

A

市の方針はどのようにして決まったのですか。

市民の皆さんからのご意見や市職員の声を確認し、市の総合政策会議を経て、プラザちゅうたいの位置を新庁舎
の整備地にすることを市の方針として決定しました。
総合政策会議とは、市長・副市長・教育長・各部長で構成され、市政の基本方針や重要施策等について政策的な方
向性を判断する会議です。

タウンミーティング等で市民の皆さんや市議会新庁舎建設特別委員会から多く寄せられたご質問についてお答え
します！

【民間活力導入も視野に入れ
大手町公園のリニューアルを推進】

大手町公園周辺

・ 立地環境のよさを活かし、集客力アップ

活用案① 財源確保・民間活力の活用
・ 民間企業等への有料借地
活用案② 経費削減
・ 職員、公用車駐車場の一部として利用（約200台分）
→現在の駐車場借地料を一部削減
（※令和5年度借地料実績：約1，700万円）

【貴重な公有資産として跡地利用】

現庁舎周辺

畜産研究所（前平公園）周辺

現庁舎周辺新庁舎整備予定地
大手町公園周辺

【体育館を整備するなど、
総合公園としての機能をさらに充実】

畜産研究所（前平公園）周辺

・ 前平公園拡張の検討

コンセプトとの

整合性と体育館

移転のメリット

プラザちゅうたいに

方針決定！

N

新庁舎・新体育館の未来像（ビジョン）

① 新庁舎では総合窓口等を設け、１か所で手続きが

完了するような設計としていきます。

② 図書コーナーを併設することにより、多くの市民の

方に利用される庁舎としていきます。

③ 会議室を中高生のスタディルーム（勉強部屋）とし

て開放していきます。

新庁舎の未来像

① 前平公園（野球場、大型遊具）と一体的に活用できる、
魅力ある体育館としていきます。

② 駐車場不足を解消していきます。
③ 空調の効いた広いホールで活動できるようにしてい

きます。
④ 体育館周辺にテナントを設けるなど、前平公園利用

者の憩いの場としても活用していきます。

新体育館の未来像

新庁舎や新体育館の未来像を具現化するためには、基本計画の策定が必要です。そのため、少しでも早く
「美濃加茂市役所の位置を定める条例」を可決し、夢のあるまちづくりを進めていきましょう。

みんなに

愛される庁舎

災害時にも

機能する体育館



昭和58年に発生した9.28災害の時と比較して、現在は堤防や護岸が整備されているほか、新丸山ダムの建設も

進んでおり、水害への備えが進んでいます。また、事前に高台である文化の森に本部機能を移設することにより、

市民の生命と財産を守る行動ができると考えています。

新庁舎整備Ｑ＆Ａ

新庁舎と体育館を建て替えた時、市の財政の見込みは。Q

A 財政状況を判断する基準として、健全化判断比率や財政力指数、経常収支比率等、様々な指標が用いられています。

その中で、財政の健全性を図るための指標である「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」で定められた「実

質公債費比率」と「将来負担比率」の将来見込みについて、お答えします。

実質公債費比率及び将来負担比率は、現時点で想定される事業を見込みながら算定しております。現在の状況と比

べて厳しい財政運営にはなりますが、それぞれの指標のピーク時でも、実質公債費比率では、地方債の発行が県知

事から制限を受ける基準である１８％や、将来負担比率では早期健全化基準である３５０％を超えない見通しです。

プラザちゅうたいは築53年が経過しており、建て替え等を検討する時期となっています。体育館を都市公園内に

建設すると、有利な国の補助金の活用を見込むことができます。市民の安心・安全の視点や、今後必要となるプラ

ザちゅうたいの維持管理費用や更新費用、活用が見込める補助金などを総合的に考えると、このタイミングでの

一体的な移転が効果的であると考えています。

これからどのように進めていくのですか。

新庁舎はいつ完成しますか。

令和7年3月に議決した場合、令和12年度から供用開始する予定でしたが、今後の市議会との協議で決めていき

ます。

Q

A

水害が心配です。

木曽川の堤防

改修工事により木曽川の堤防や護岸を整備したことで、

破堤等の危険性は低くなっています。

新丸山ダムの建設

Q

A 現在は、市の方針として新庁舎の整備地を「プラザちゅうたい」の位置として決定している段階であり、正式決定

している状態ではありません。

庁舎の位置は「地方自治法」により条例で定める必要があります。庁舎の位置を変更する場合は、市議会における

出席議員の３分の２以上の同意が必要ですが、条例の改正案は令和７年３月19日に市議会定例会で否決された

ため、市議会との協議を重ねていきます。

Q

A

今渡地点下流

約2.7m

水位低下

実質公債費比率の見通し
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（新庁舎）

プラザ
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敷地

（新体育館）

畜産研究所

敷地

【基準等】
35%以上：財政再生団体として国等の関与による再生が行われる
25%以上：財政健全化団体として自主的な改善による健全化を行う

18%以上：起債時に県知事の許可が必要となる
15%以上：警戒ライン

（新体育館）

前平プール
跡地

（新庁舎）

プラザ

ちゅうたい
敷地

（％）

実質公債費比率10％を
家計に例えた場合、
年収５００万円に対し、
年間５０万円のローン
返済があることになります。

将来負担比率の見通し
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350％：財政健全化団体として自主的な改善による健全化を行う基準
（％）

将来負担比率３０％を家計に例えた場合、
年収５００万円に対し、将来負担するべき
全てのローン残高が150万円あることに
なります。

ピーク時でも
健全化の基準の

350％を超えない
見通し

新丸山ダム建設により、丸山ダムの3.6倍の水を貯めることが

できます。新丸山ダムを建設することにより、木曽川で戦後最大

となる被害をもたらした、昭和58年の９．２８災害と同規模の洪

水を安全に流下させることができ、大きな被害を受けた美濃加

茂市、可児市付近の今渡地点下流で約2.7mの水位低下が見込

まれ、河川氾濫による浸水被害をなくすことができます。現時点

では、新丸山ダムは令和18年度に完成する見込みです。

貯水量３．６倍

出典：国土交通省 中部地方整備局 新丸山ダム工事事務所「新丸山ダムの建設に向けて」2024.8,p.2-p.3を加工して作成

※実質公債費比率
市の年間収入に対して、どれくらいの割合を借金の返済に充てているかを示す
指標です。この比率は、一般的に１５％が警戒ラインと言われており、１８％以
上になると地方債の発行に関して、県知事から制限を受けることになります。

※将来負担比率
市の年間収入に対して、何倍の借金があるかを示す指標です。この比率が年間収
入の３．５倍（比率では３５０％）以上になると「財政健全化団体」となり、自
主的な改善努力による財政健全化を進めなくてはなりません。

※1．見通しは、令和7年2月現在で把握している条件で算出しているため、今後の整備内容や、物価上昇、国等の制度変更等により大きく変わる場合
があります。

※2．新庁舎の建設費等は、令和6年11月27日作成「みんなの新庁舎 ４候補地の情報資料」に掲載の事業費としています。
※3．新体育館を「前平プール跡地」または「畜産研究所敷地」に建設する場合で想定した見通しです。建設場所は、体育館利用者の皆さんの声などを

踏まえて今後決める予定です。

令和４～６年度までの経緯

これまでの新庁舎整備事業の詳細は「みんなの新庁舎 ポータルサイト」（二次元コード）に掲載しています。

新庁舎の整備地に関する記者説明会資料（令和７年３月３日）はこちらから
URL:https://minokamochosha.jp/report/report-5546/

令和４年度までの経緯はこちらから
URL: https://minokamochosha.jp/about/

令和５・６年度の取り組みはこちらから
URL: https://minokamochosha.jp/report/report-5598/
・かわらばんvol.1 第１回市民ワークショップ
・かわらばんvol.2 第２回市民ワークショップ
・かわらばんvol.3 新庁舎の役割・コンセプトの決定/第３回市民ワークショップ
・かわらばんvol.4 市民4000人アンケート/新庁舎の機能・複数候補地の決定
・かわらばんvol.5 ４候補地の新庁舎整備可能性調査結果

財政に関する情報の詳細はこちらから

URL: https://minokamochosha.jp/report/report-5600/

新丸山ダムの詳細はこちらから（新丸山ダム工事事務所HP）

URL:https://www.cbr.mlit.go.jp/shinmaru/

18％：地方債の発行に関して、県知事から制限を受ける基準

２

堤防などで

水害を抑制

市の方針が

市議会で否決

賛成8名、反対6名、

退席2名

ピーク時でも
地方債発行制限の基準の

18％を超えない
見通し

４候補地を比較した
財政の詳細情報は、

下の二次元コードから
ご確認ください
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